
1年 前期 13 時間 後期 15 時間

2年 前期 - 時間 後期 - 時間

犬学について

27 犬種名の由来・用途・特徴の復習                                                                  28試験範囲の説明と対策

24 AKC属する犬種、特徴

25 AKC属する犬種、特徴

26 犬種名の由来・用途・特徴

21 犬種名の由来・犬種の特徴　10G

22 ダックスフンドのスタンダードついて

23 AKCグループ分け　8グループ制について

18 犬種名の由来・犬種の特徴　3～5G

19 犬種名の由来・犬種の特徴　6～7G

20 犬種名の由来・犬種の特徴　8～9G

15 犬の骨格構成　名称を理解する

16 犬の骨格構成　名称の復習

17 犬種名の由来・犬種の特徴　1～2G

12 生体を観察しスタンダードを理解する

13 試験範囲の説明と対策

14 前期の復習

9 前肢骨・後肢骨構成・名称の復習

10 歯列・歯の名称を知る　咬み合わせ(シザーズバイト…)を知る

11 生体を観察しスタンダードを理解する

6 形態・用途によるグループ分け　9～10Gの特徴・属する犬種

7 形態・用途によるグループ分け　1～１０G復習

8 前肢骨・後肢骨構成・名称を理解する

3 形態・用途によるグループ分け　1～2Gの特徴・属する犬種

4 形態・用途によるグループ分け　3～5Gの特徴・属する犬種

5 形態・用途によるグループ分け　6～8Gの特徴・属する犬種

2 スタンダード図鑑の見方、犬の起源　畜犬団体の登録犬種・グループ分け

授業概要

犬体名称・用語の理解　畜犬団体による形態・用途によるグループ分けを

理解する。実際に犬種を観察しスタンダードを理解し特徴・性質を知る。
授業形式 講義

到達目標
犬の骨格構成を理解しそれぞれ犬種の違い、かつての役割などを知ることによりブリーダー、審査員、訓練

士、トリマーなど動物専門職として犬の才能を開花させ加えて健全な犬を後世に保存・継承する事が出来る

教科書・教

材・服装等
犬種図鑑　筆記用具

授業計画時間

数
授業内容

1

実施期
授業時間数合計

※授業50分を1時間とする。
28 時間

担当講師

細田 信幸

実務経験 有
ジャパンケネルクラブ（JKC）公認審査員資格取得。現在もブリーダーとして活躍

し、メディアへの出演も多数有り。

科目名 犬学 必修・選択必修の別 必修

シラバス（授業計画）

学科名 動物管理科 コース名 ドッグトレーナーコース



○

A評価

B評価

C評価

F評価

成績評価基準

出席率90％以上・定期試験や小テスト90点以上・平常点 優れている

出席率80％以上・定期試験や小テスト80点以上・平常点 普通

出席率80％以上・定期試験や小テスト70点以上・平常点 やや劣る

C評価の基準を満たしていない場合

成績評価方法

・出席率

定期試験

筆記試験

・定期試験や小テスト 実技試験

・平常点（提出物・授業参加意欲など） 実施しない



1年 前期 13 時間 後期 15 時間

2年 前期 - 時間 後期 - 時間

26 仔犬の選び方

27 MIX犬について　　　　28　試験範囲説明と対策

23 人工哺乳について　作り方・与え方

24 仔犬の感染症(ウィルス感染、内部寄生虫)

25 離乳食の作り方　与え方

20 助産の方法　難産の手助け

21 蘇生の方法

22 初乳について　新生児の管理

17 出産の兆候　陣痛のサイン　出産のプロセス1

18 出産の兆候　陣痛のサイン　出産のプロセス2

19 難産と分娩の異常　母乳の異常

14 妊娠犬の健康・栄養管理(食餌の与え方など)

15 受胎までのプロセス　DVD鑑賞

16 産室の作り方　出産に必要なもの　自然分娩と帝王切開について

11 犬の妊娠期間

12 生命誕生DVD鑑賞

13 試験範囲説明と対策

8 交配時期　交配適期を知る方法  交配前の準備　交配の実際

9 実際の交配の映像鑑賞　妊娠の兆候　妊娠の確認(レントゲン検査など)

10 補助の必要性 犬の子宮・胎膜について

5 交配に適した時期と年齢　交配相手として適さない色素と毛色

6 交配相手との取り決め(交配料はいくらか)　メス犬の健康チェック

7 発情周期　４つの時期の特徴　発情兆候

2 仔犬を産ませる動機　繁殖してはいけないケース(遺伝性疾患がある)

3 繁殖してはいけないケース(遺伝性疾患がある)

4 繁殖の目標　種オスの選び方　ブリードラインについて

教科書・教

材・服装等
犬種図鑑　筆記用具

授業計画時間

数
授業内容

1 命の大切さについて

授業概要

遺伝性疾患、望まれなかった出産。なぜ繁殖をするのかを理解することにより

次世代の犬達を守って行くことに繋がります。命の大切さ　守って行く命を後

世に伝えられる人材教育を育成。
授業形式 講義

到達目標
繁殖を行うには事前に知っておくべきことが数多くある。産ませる動機、繁殖に向かない犬、台雌種雄の選

び方などを理解しておく。さらに助産法や蘇生法などを理解する必要がある。

実施期
授業時間数合計

※授業50分を1時間とする。
28 時間

担当講師

細田 信幸

実務経験 有
ジャパンケネルクラブ（JKC）公認審査員資格取得。現在もブリーダーとして活躍

し、メディアへの出演も多数有り。

科目名 ドッグブリーディング 必修・選択必修の別 必修

シラバス（授業計画）

学科名 動物管理科 コース名 ドッグトレーナーコース



○

A評価

B評価

C評価

F評価

成績評価基準

出席率90％以上・定期試験や小テスト90点以上・平常点 優れている

出席率80％以上・定期試験や小テスト80点以上・平常点 普通

出席率80％以上・定期試験や小テスト70点以上・平常点 やや劣る

C評価の基準を満たしていない場合

成績評価方法

・出席率

定期試験

筆記試験

・定期試験や小テスト 実技試験

・平常点（提出物・授業参加意欲など） 実施しない



1年 前期 13 時間 後期 30 時間

2年 前期 - 時間 後期 - 時間

科目名 愛玩動物飼養管理論 必修・選択必修の別 必修

シラバス（授業計画）

学科名 動物管理科 コース名 ドッグトレーナーコース

実施期
授業時間数合計

※授業50分を1時間とする。
43 時間

担当講師

滝口 準一

実務経験 有
大手ペットフード会社で40年以上勤務。年間4000件以上のペットに関する相談の対

応。現在もペットフードに関する協会で活躍中。

授業概要

1.ドッグトレーナーとして動物愛護と適正飼養に関する専門的指導員の養成を

目的にこれに答えられる 精神、知識、技術を身につけるための知識を習得する

ものです。
授業形式 講義

到達目標

愛玩動物を中心に、動物に対して正しい飼養管理の知識を深め、愛護、終生飼養やトラブル防止、不妊処置の

啓発、共通感染症などの知識、社会的マナーの修得を図る等、将来ドッグトレーナーとして自信と誇りと楽し

みを以て、飼い主始め、社会に指導貢献出来る為の基礎を築く。

教科書・教

材・服装等
・愛玩動物飼養管理要約ノート　・愛玩動物飼養管理テキスト 第１・２巻　・復習テキスト

授業計画時

間数
授業内容

1~2

第1編 新しい時代に活躍できる愛玩動物飼養管理士について、動物の適正飼養について理解する　第1章 公益

社団法人日本愛玩動物協会の目的・事業等　1.日本人の愛玩動物の関わり　2.公益社団法人日本愛玩動物協会

の設立 　3.これまでの取り組み 　4.これからの取り組み　第2章愛玩動物飼養管理士 1.愛玩動物飼養管理士と

2.その活躍　3.求められるもの　4.適正飼養相談について 第3章 愛護・適性飼養学　1.その必要性と定義につ

いて 2.時代の変化を捉える必要性　　　3.変化対応できる愛玩動物飼養管理士とは　 第4章 ボランティア活動

の捉え方、活動と注意点について

第2編 生命倫理・動物福祉について　第1章 生命倫理の概念　1.その考え方・獣医療・動物感日本と世界の違

3

⑤日本の動物愛護運動 ・広井辰太郎と動物虐待防止会・新渡戸万里と日本人道会・動物愛護思想の啓発と動

物文芸　　・第二次世界大戦後の動物愛護運動　⑥多様化する動物倫理について ⑦アニマル・アドボケート

⑧共生という考え方⑨動物福祉の生理学的・行動学的指標による評価法について理解する　⑩ぺっとの週末期

医療と看取り　　　　　　　第3章 利用目的により異なる関わり方　①「動物」とは何か

4

②対象によって異なるかかわり方 ③飼育動物の現状と課題について　第3章 愛玩動物の福祉 ①適正飼養と福

祉上の問題について理解する　②国内外の動物保護活動の現状と課題について理解する　③飼養放棄や殺処分

問題、対策について理解する　④みだりな殺傷・虐待の現状と対策　⑤災害に備える

5

第5章 産業動物の福祉　①産業動物福祉上の問題　②国際的福祉基準について理解する　③産業動物の福祉向

上の具体的方法についての理解　第6章 実験動物の福祉　①福祉上の問題　②3Rの概念と具体方法　第7章 展

示動物の福祉　　①福祉の問題についての理解　②環境エンリッチメントの種類と内容について理解　第３編

動物の体の仕組みと働き１第1章 体の基本の仕組み　①体の基本の仕組みについて  ②体の成り立ちについて

6

第2章 消化器　①構造について ②肝臓　③消化吸収の仕組み　④栄養分の使われ方について　第3章  泌尿器

①腎臓の構造　②機能　③体液の調整　第4章  運動器　①骨格の構造　②関節の構造と働き　③骨格筋の構造

と役割　　　　　第4章  皮膚と感覚器　①皮膚の構造、機能　②特殊感覚

第４編 　動物の遺伝と繁殖生理 I    第1章　生殖器の形態と機能　①生殖器とは　②ホルモン　③雄　④雌

7

第2章   犬の生殖生理　①雄犬　②雌犬　③発情 　第3章   猫の繁殖生理　①雄猫　②雌猫　③発情　第4章

遺伝学概論　①遺伝の仕組み　第５編 　動物の行動としつけ　第1章  発達過程と社会行動　①発達ステージ

と各時期の行動学的特徴について　②生殖行動



8
③ コミニケーション行動　④敵対行動と親和行動　第2章　学習理論について　①隔週とは　②生得的と学習

した行動③学習の種類　④刷り込み　⑤行動や学習に影響を与える因子

9
第3章　犬のしつけの基本①犬のしつけとは②基本的なしつけ方　③基本的トレーニング法　第4章　室内飼育

猫のしつけの基本　②猫の行動週間　③室内生活のすすめについて

10

第６編 　動物愛護・適正飼養関連法規　第1章   動物と法律　①法令について　②動物関係法令の概要を学び

理解する　第2章　愛護・適正飼養関連行政法規   1.動物の愛護及び管理に関する法律１ ①動物愛護保管法の

概要を知る ②基本原則と飼い主の責任について ③動物の飼養及び保管に関する基準とは ④所有の明示措置と

は ⑤動物取扱業 ⑥虐待等と罰則 ⑦特定動物とは ⑧周辺の生活環境の保全等 　　１.動物と法律①法律とは

Ⅴ動物の体の仕組みと働き:　２.　栄養を取り入れる　３.酸素を取り入れる　４.老廃物の排出、異物の 撃退

と解毒

11
2.愛がん動物用資料の安全性の確保に関する法律(ペットフード安全法)  ３.狂犬病予防法　第3章　社会福祉行

政・環境衛生法規　①身体障害者補助犬法　②はいきぶつの処理及び清掃に関する法律

12

③化製場等に関すること法律　　第4章　野生動物等に関係法令及び条例について　①野生動植物に関する法

体系　②特定外来生物による生態系に関する被害の防止に関する法律　③絶滅の恐れのある野生動植物の種の

保存に関する法律　④鳥獣の保護亜予備管理並びに狩猟の適正化に関する法律について　⑤自然環境保全法

⑥自然公園法　⑦文化財保護法　⑧そのほかの条約など　1.絶滅の恐れのある野生動植物の種の国際取引所に

関する条約(ワシントン条約)    2.特に水鳥の生息地として国際的に重要な湿地に関する条約(ラムサール条約)

3.生物多様性条約など　4.渡り鳥などの保護条約及び協定

13 第1巻１～６編までの復習(前期末試験範囲)

14~17

第７編   愛玩動物学　第1章 動物の飼養管理と関わり合い　１.動物との正しい関わり合い方　2.動物の健康増

進と疾病予防  3.環境衛生　4.管理衛生　第2章 歴史的と品種 　1.犬とはどんな動物か　２.猫とはどんな動物

か　3.代表的なエキゾチックアニマルの種類と特徴　4.血統書　第3章  使役動物　1.使役動物のの歴史と福祉

2.補助犬の歴史と現状　3.補助犬の役割と育成　4.その他の使役犬の種類と現状　第4章 　愛玩動物の飼養管

理　1.犬の適切な飼養管理方法　①犬と暮らす　②犬の健康管理 　2.猫の適切な飼養管理方法　①猫と暮らす

②猫の健康管理　3.愛玩鳥の適切な飼養管理方法　①鳥類の飼養管理概論　②インコ・オウム類の飼養管理

18~21

③フィンチの飼養管理　④ニワトリ愛玩動物の飼養管理その使命　⑤鳥の繁殖(素引き)  ⑥手乗り鳥として飼

育する　　4. 代表的なエキゾチックアニマルの適切な管理方法　① ウサギ　②ハムスター　③モルモット

④フェレット　⑤チンチラ　5. 爬虫類の適切な飼養管理方法　①ムカシトカゲ目　②ワニ目　③カメ目　④有

鱗目トカゲ亜目　⑤有鱗目ヘビ亜目　　第5章　動物の基本的な取り扱い　1.動物を安全に散歩・運動・触れ

合わせることの意義　2.基本的グルーミングの目的や方法　3.適切な飼育環境やストレスの緩和方法　第6章

動物の栄養と食事　①動物の必要な栄養素　②３大栄養素とその必要性　③ライフステージとライフスタイル

④ペットフード　⑤犬と猫の食事管理　 第7章　高齢動物の取扱い　①高齢期のはじまり　②高齢期の犬の飼

養管理　③高齢期の猫の飼養管理　④高齢期のウサギの飼養管理　⑤高齢期の鳥の飼養管理　⑥高齢期のカメ

22~23

第8章　動物の保定法　①動物の「保定」とは　②犬の保定　③猫の保定　④その他の哺乳類の保定

第８篇　人と動物の関係学　第1章　人間と動物の関わり　1.日本における動物の飼養・利用の歴史　2.「動

物観」とは３.日本人の動物観　4.海外の動物観　5.ペットを取り巻く現代事情　6.動物との関わり方を考える

新しい試み　7.飼い主と社会の関係　第2章   人間の福祉と愛玩動物の関わり　1.動物虐待と対人暴力の連動性

フルアニマル・ホーディング3. 愛玩動物が子供や高齢者に与える恩恵及び人間の高齢化に伴って飼育困難にな

る事情について理解する　第3章　動物介在活動・介在療法・介在教育　1.動物との接触が人間に与える身体

的、心理的影響　2.動物介在介入の目的と内容　　3.介在活動・療法・教育に使用される動物の公衆衛生的適

正、行動学的適正について理解　4.動物の専門家としての関わり　5.学校飼育動物の目的や実態　6.学校にお



〇

A評価

B評価

C評価

F評価

24~25

第4章 　動物愛護の今後の展望　1.動物愛護とは　2.そのあり方　　第９篇　動物生活環境学とは　第1章　飼

育環境の整備の重要性の高まりとペット共生住宅　1.ペット共生住宅の歴史と現状　2.飼育環境整備の意義と

多岐にわたる効用 3.ペット共生住宅の設計上の留意事項　4.ペット共生住宅の管理運営上の留意事項　5.飼育

環境の整備の適正化の取り組み　　第2章　ペットツーリズムによる魅力あるペットライフの推進について

1.その背景と現状　2.目的と効用 3.実施方法　4.ペット同伴宿泊ホテルの設計、管理運営方法 　5.ドッグラン

の設計、管理運営について　6.ペット関連イベント活動の企画・運営方法

26~27

第3章　動物愛護センターの実態と取り組み　1.沿革　2.目的、役割　3.今後の取り組み　第4章　動物保護収

容施設の設計および管理運営方法　1.保護収容施設の種類・役割　2.保護収容施設の管理運営、設備事例　3.

災害時の保護収容施設の管理運営、設備事例　4.野生動物の保護収容施設　第5章　ペットの教育・訓練施設

について　1.意義、役割　2.教育訓練方法の種類　3.ペット関連業界と教育・訓練　4.犬の教育・訓練施設の

施設事例　第6章　学校などにおける動物介在教育　1.目的と効果　2.歴史　3.制度上の位置づけ　4.飼育実態

犬　5.環境設備と管理運営の方法　6.課題と対策　　第7章　ペット飼養のマナー　1.飼育マナーの必要性や目

的　2.時代や地域による飼育マナーの違い　3.飼育マナー違反とトラブル　4.地方自治体の飼育マナー関係例

28~29

第8章　事故防止などのリスク対策　1.未然対策の重要性とリスクアセスメント　2.飼養に伴う公衆衛生・社

会活動上の問題　3.事故やケガなどの実態　4.ペット保険の仕組み実態について　第１０編　ペット関連産業

概論　第1章　ペット業界の歴史　第2章　現代におけるペット飼育の変化とペット関連産業の多様化について

第3章　ペット関連産業分野の市場規模と消費動向　第4章　各産業分野の概要と最近の動向

30~31

第5章　商取引における関連法規　1.商取引に関わる法令　2.労働環境に関わる法令　第6章　動物取扱制度の

仕組みと実践的知識　1.動物取扱業制度の歴史と概要　2.第一種動物取扱業の仕組み　3.第二種動物取扱業制

度の仕組み　4.動物取扱業の飼育管理上のポイント　5.顧客に対する「事前説明」のポイント　第7章　適正

な発展に向けた今後の課題と心構え　１.ペットを取り巻くさまざまな問題　2.必要とされる職業倫理　3.時代

変化への柔軟な対応学習理論

32~37
01肝臓疾患の栄養管理・02消化器疾患と栄養について・03慢性腎臓病の病態と食事療法04腸炎について・05

慢性心臓病の食事について・06尿石症の食事について

38~40 07がんに対する栄養学的アプローチについて

41～43 ・後期学習内容の復習(後期定期試験解説)・愛玩動物飼養管理論総復習

成績評価方

法

・出席率

定期試験

筆記試験

・定期試験や小テスト 実技試験

・平常点（提出物・授業参加意欲など） 実施しない

成績評価基

準

出席率90％以上・定期試験や小テスト90点以上・平常点 優れている

出席率80％以上・定期試験や小テスト80点以上・平常点 普通

出席率80％以上・定期試験や小テスト60点以上・平常点 やや劣る

C評価の基準を満たしていない場合



1年 前期 42 時間 後期 78 時間

2年 前期 - 時間 後期 - 時間

49~54 ドッグスポーツ　①-2  ドッグダンス  服従訓練の集団演舞化【予定】

31~36 ドッグスポーツ　②-1  デスクドッグ 【予定】

37~42 企業連携　動物撮影実習【予定】

43~48 企業連携　様々なドッグスポーツ　(DOG SUP/愛犬救急救命/ドッグパラセーリングetc.)

13~18 ドッグスポーツ　②-1  ノーズワーク　(PULLER) 【予定】

19~24 ドッグスポーツ　③-1  ガンドッグ  【予定】

25~30 ドッグスポーツ　②-1  アジリティ  【予定】

7~12 ドッグスポーツ　①-1 ドッグダンス  服従訓練の集団演舞化【予定】

25~30 2年生との交流　ドッグスポーツ 研究発表の資料作り　ドッグトレーニング 実習

31~36 2年生との交流　ドッグスポーツ 研究発表　ドッグトレーニング 実習　集団演舞他

41 アウトプットトレーニング　2年生との交流　後期実習に向けての準備　ドッグスポーツ実習　集団演舞

42 まとめ　後期実習についての概要と夏期休暇中の課題提示　(全員受講)

後期　1～6 DOG PLAYNING概論　1・2年性合同授業　グループ分け　パートナードッグ決定

7~12

・入学からの感想発表　・2年生との交流　・ドッグスポーツグループ研究発表役割分担

・犬の気持ちを体験するゲーム　①シェイピングゲーム　②ノーズワーク

・4/29 ドッグダンスイベントの概要説明

13~18 2年生との交流　ドッグスポーツ グループ研究実施　動画でのドッグスポーツ概論

19~24 企業連携　ボーヤファム／日本DOG SUP協会／ピースワンコジャパン(予定)　2年生との交流　ドッグスポーツ のグループ研究実施　発表内容の整理

教科書・教

材・服装等
運動に適した服装　　PULLER、ディスク、他、ドッグスポーツ関連教材

授業計画時間

数
授業内容

前期　1-6 A・B共通　小林(自己紹介/ペット業界概論/DOG PLAYNING概論)　伊藤(遊びのテクニック/実演/まとめ)　全員受講

授業概要

・学習意識改革(思考パターン変化によるモチベーションアップ)とアウトプッ

ト力育成

・遊びを深く考察することで、自発的・意欲的・積極的な学習意識改革

・遊びの究極をレトリーブと位置づけ、各ドックスポーツのレトリーブ攻略法

習得

・ドッグスポーツの概要やルールなどの知識と普及への動機付け

・企業と連携し、多様化する遊びに対する見識を広め豊かな発想力を育成

・企業の理念・新商品・新サービスを知ることで現場の即戦力を育成

・SNSの見識を深め、そこに発信するデジタルコンテンツ制作の基礎的技術の

授業形式 演習

到達目標 学習習慣を身につける／各種ドッグスポーツの理解／レトリーブ攻略法の習得／ペット関連企業の認知

実施期
授業時間数合計

※授業50分を1時間とする。
120 時間

担当講師

小林 正希　&　伊藤哲朗

実務経験 有

PULLERを日本に普及させ、DOGマリンスポーツメーカー株式会社COREZON代表取締役、(一

社)日本アニマルピック委員会代表理事であり、ペット産業界に精通している環境を活用し、

ドッグスポーツ普及を視点とした授業を実施することで社会の即戦力を養成。多様化する社会

のニーズに適応できる広い見地からの指導を目指します。今年度は、ドッグダンス界 で日本の

第一人者であり、日本代表として海外でも活躍する伊藤哲朗先生を主任講師としてさらに授業

を強化しています。

科目名 ドッグプレイニング 必修・選択必修の別 必修

シラバス（授業計画）

学科名 動物管理科 コース名 ドッグトレーナーコース



○

A評価

B評価

C評価

F評価

成績評価基準

出席率100％・レポート提出100％、内容 100点・平常点 優れている

出席率99～90％以上・レポート提出100％、内容99～90点以上・平常点 普通

出席率89～80％以上・レポート提出80％、内容89～80点以上・平常点 やや劣る

C評価の基準を満たしていない場合

成績評価方法

・出席率

定期試験

筆記試験

・レポート提出 実技試験

・平常点（提出物・授業参加意欲など） 実施しない

67~72 ドッグスポーツ　②-2  アジリティ  【予定】

73~74 ドッグスポーツ　②-2  デスクドッグ 【予定】

75~78 ①-3  ドッグダンス 集団演舞まとめ     DOG PLAYNING 総括

55~60 ドッグスポーツ　②-2  ノーズワーク　(PULLER) 【予定】

61~66 ドッグスポーツ　③-2  ガンドッグ  【予定】



1年 前期 84 時間 後期 90 時間

2年 前期 - 時間 後期 - 時間

○

A評価

B評価

C評価

F評価

成績評価基準

出席率90%以上・平常点 優れている

出席率85%～89％以上・平常点 普通

出席率80％～84％以上・平常点 やや劣る

C評価の基準を満たしていない場合

91～96 小型犬～大型犬までの様々な犬種のグルーミング

97～174 グルーミングの反復練習

成績評価方法

・出席率

定期試験

筆記試験

・実技確認テスト 実技試験

・平常点（技術習得度・授業参加意欲など） 実施しない

85～90 前期グルーミング実習の復習

49～84 他犬種のグルーミング・反復練習

25～48 プードル・シーズー・Mシュナウザーのグルーミング実習・オーラルケア

7～12 犬の扱い方・グルーミングにおける怪我や諸注意、ブラッシング・コーミングデモ実習・爪切り/耳掃除デモ

13～18 ブラッシング・コーミング・爪切り・耳掃除の実習・シャンプーデモ

19～24 ブラッシング・コーミング・爪切り・耳掃除実習・シャンプーデモ（短吻種）

教科書・教

材・服装等
実習着

授業計画時間

数
授業内容

1～6 オリエンテーション（施設・自己紹介）道具確認

授業概要

基本的なグルーミングを様々な犬種で学ぶ。

犬種別のデモンストレーションに関しては、学生のグルーミングの進み具合を

考慮して行う。
授業形式 実習

到達目標
基本的なグルーミング方法（爪切り・耳掃除・肛門線絞り・シャンプー・ブロー・コーミング）を学び、120

分で1頭をひとりで仕上げられるようにする。

実施期
授業時間数合計

※授業50分を1時間とする。
174 時間

担当講師

粟盛 真理&勝田 彩水

実務経験 有 JKCトリマーライセンス所持

科目名 グルーミング実習 必修・選択必修の別 必修

シラバス（授業計画）

学科名 動物管理科 コース名 ドッグトレーナーコース



1年 前期 84 時間 後期 84 時間

2年 前期 - 時間 後期 - 時間

151～156 特別授業

157～162 特別授業

163～168 認定試験(筆記)

133～138 DINGO　ADICT　ONE(講習)

139～144 DINGO　ADICT　ONE(試験)

145～150 DINGO　ADICT　ONE(試験)

115～120 問題行動①

121～126 問題行動②

127～132 DINGO　ADICT　ONE(講習)

97～102 パピートレーニング、動物愛護法、ワクチンプログラム

103～108 環境エンリッチメント、家庭犬に必要なトレーニング、インストラクターと訓練の違い

109～114 水平思考

79～84 認定試験(実技・筆記）

85～90 前期の復習、トレーニング手順について

91～96 クリッカートレーニング

61～66 ハズバンダリートレーニング

67～72 確立操作、強化と消去

73～78 ケーススタディ

43～48 行動の作り方、4つのD

49～54 家庭犬の適切な環境設定

55～60 シャイな犬・扱いにくい犬へのアプローチ、順化と鋭敏化(拮抗条件づけ、系統的脱感作)

25～30 動物福祉(アニマルウェルフェア)・動物の権利(アニマルライツ)・動物愛護

31～36 生得的本能、3つのＦ、行動欲求

37～42 オペラント条件づけ

7～12 基本的な犬の扱いと管理の仕方、ボディランゲージ①

13～18 犬具(首輪、リード)、ボディランゲージ②

19～24 古典的条件づけ、ボディランゲージ③

教科書・教

材・服装等

テキスト「犬と猫との暮らしの教科書」、実習着、スニーカー、フードポーチ、リード(太、細)、Pリード、

メモ帳

授業計画時間数 授業内容

1～6 自己紹介、施設案内・実習に関する決まり

授業概要

犬という動物を理解する・犬の行動の成り立ちを理解する・動物の福祉や倫理

に配慮した科学的なトレーニングを学ぶ
授業形式 実習

到達目標 犬の取り扱い・犬の学習の仕方を理解する・動物福祉に配慮する

実施期
授業時間数合計

※授業50分を1時間とする。
168 時間

担当講師

高橋　夏樹

実務経験 有 犬のしつけ教室や動物病院にて一般家庭犬のしつけに携わる。

科目名 ドッグトレーニング 必修・選択必修の別 必修

シラバス（授業計画）

学科名 動物管理科 コース名 ドッグトレーナーコース

11



〇

A評価

B評価

C評価

F評価

成績評価基準

実技・筆記試験90点以上　出席率80%以上　平常点優れている

実技・筆記試験70点以上　出席率60%以上　平常点普通

実技・筆記試験40点以上　出席率50%以上　平常点やや劣る

C評価の基準を満たしていない場合

成績評価方法

・授業内で行う実技・筆記試験

定期試験

筆記試験

・出席率 実技試験

・平常点(技術習得度・授業参加意欲など) 実施しない

12



1年 前期 78 時間 後期 84 時間

2年 前期 時間 後期 時間

1 ～ 6

7 ～ 12

13 ～ 18

19 ～ 24

25 ～ 30

31 ～ 36

37 ～ 42

43 ～ 48

49 ～ 54

55 ～ 60

61 ～ 66

67 ～ 72

73 ～ 78

79 ～ 84

85 ～ 90

91 ～ 96

97 ～ 102

103 ～ 108

109 ～ 114

115 ～ 120

121 ～ 126

127 ～ 132

133 ～ 138

139 ～ 144

145 ～ 150

151 ～ 156

157 ～ 162

紐無し脚測行進、臭気選別③

停座及び招呼、紐付き脚測行進、紐無し脚測行進、フジツボチャレンジ

おもちゃ遊び、口輪の装着、自由選択科目

脚測行進、犬の周りをまわる、常歩行進中の停座

遠隔の方法、停座から伏臥+遠隔

同じご飯を食べる、停座・立止+身体的補助、

紐付き立止、犬の周りをまわる、常歩行進中の伏臥

紐付き脚測行進、臭気選別②

犬の食生活を知ろう、フードのパッケージ、ご褒美の価値、引っ張り防止補助道具(ジェントルリーダー)、

BCSの確認方法、引っ張り防止補助道具(イージーウォークハーネス)、すれ違い練習

プレオーナークラス、スピン、動画撮影時の注意点・撮影

イベント運営時に考えること、プレオーナークラス、ミュージアムチェアー

前期の復習、体符+アラウンド、臭気選別①

初対面の犬との接し方、前回撮影した動画の見直し(ボディランゲージ)、担当犬の観察、ハウス、誘導

警察犬競技大会、オペラント条件付け、紐付き停座・伏臥

犬を扱う前に知っておくこと①、基本姿勢+褒め言葉、解放の合図、脚側、8の字、8の字歩き

ポリスドッグ、犬具(首輪・リード)、古典的条件付け復習・実践・書き出し、8の字、8の字歩き

教科書・教

材・服装等
実習着、フードポーチ、リード、ケア道具、スニーカー(インヒール不可)

授業計画時間

数
授業内容

施設案内、犬舎からの出し入れ、犬の健康チェックの仕方、Pリードの付け方復習、抱っこ復習、担当犬の観

授業概要

・犬のボディランゲージ・カーミングシグナルをよく知り、犬の動きに対して

安全管理をするべきか、危険回避をするべきかを判断し行動に移せるように努

力をする。

・他のトレーナーへ配慮した心遣いや、犬のトレーニングに必要な観察眼を養

授業形式 実習

到達目標
犬のボディシグナルを読みながら、犬の扱い方や自身の体の使い方を学び安全管理を怠らないトレーナーを

目指す。

実施期
授業時間数合計

※授業50分を1時間とする。
162 時間

担当講師

杉浦一希

実務経験 有
犬トレーニング玩具輸入販売会社に就職、犬関連イベントへの出店・企画、関連グ

ループ会社にて遊びを通したトレーニングを実践

科目名 訓練実習 必修・選択必修の別 選択必修

シラバス（授業計画）

学科名 動物管理科 コース名 ドッグトレーナーコース

いたずら防止グッズ、自由選択科目

生後0日～の社会化、自由選択科目

据座、自由選択科目

イベント企画・設定

イベント企画・準備

イベント企画・設営と実践

お散歩について・実践、自由選択科目

クリッカー①

クリッカー②、罰を扱う前に知っておくこと、ゲーム大会



○

A評価

B評価

C評価

F評価

成績評価方法

・出席率

定期試験

筆記試験

・定期試験や小テスト 実技試験

・平常点（提出物・授業参加意欲など） 実施しない

成績評価基準

出席率80％以上・小テスト80点以上・平常点 優れている

出席率70％以上・小テスト70点以上・平常点 普通

出席率60％以上・小テスト50点以上・平常点 やや劣る

C評価の基準を満たしていない場合



1年 前期 42 時間 後期 - 時間

2年 前期 - 時間 後期 - 時間

○

A評価

B評価

C評価

F評価

25~30

31~36

37~42

科目名 ケネル実習 必修・選択必修の別 必修

シラバス（授業計画）

学科名 動物管理科 コース名 ドッグトレーナーコース

実施期
授業時間数合計

※授業50分を1時間とする。
42 時間

担当講師

篠原好樹

実務経験 無

授業概要

PD飼育管理方法や知識、飼育環境整備、グループ作業による分担作業学習

授業形式 実習

到達目標
動物を扱う上で一番大切な飼育方法を学び、知識、観察力を身に付け、就職時に即戦力人材となれる事を目

標とする。

教科書・教

材・服装等
実習着、スニーカー(長靴)、リード、筆記用具、メモ帳(ノート)

授業計画時間

数
授業内容

授業の目的・諸注意、ケネル実習(ハウス・ランからの出し入れの仕方、抱き方、扱い方、消毒について学

ケネル実習(ハウス・ランからの出し入れの仕方、抱き方、扱い方、消毒について学ぶ)

ケネル実習(便・尿・お散歩について学ぶ)

ケネル実習(フード種類・用途について学ぶ)

ケネル実習(点眼・投薬・保定の方法について学ぶ)

ケネル実習・学んだ事を活かして犬舎で実践

ケネル実習・学んだ事を活かして犬舎で実践

1~6

7~12

13~18

19~24

成績評価方法

・出席率

定期試験

筆記試験

・平常点（提出物・授業参加意欲など） 実技試験

実施しない

成績評価基準

出席率100％・定期試験や小テスト100点・平常点 優れている

出席率99～90％以上・定期試験や小テスト99～90点以上・平常点 普通

出席率89～80％以上・定期試験や小テスト89～80点以上・平常点 やや劣る

C評価の基準を満たしていない場合



1年 前期 26 時間 後期 - 時間

2年 前期 - 時間 後期 - 時間

○

A評価

B評価

C評価

F評価

科目名 パソコン 必修・選択必修の別 必修

シラバス（授業計画）

学科名 動物管理科 コース名 ドッグトレーナーコース

実施期
授業時間数合計

※授業50分を1時間とする。
26 時間

担当講師

中島 雅子

実務経験 有 MOS取得。パソコンインストラクターとしての実務経験は20年以上。

授業概要

Windowsの基本操作を理解し、学生生活でも社会人になっても役に立つWord

文書作成、及びExcel表計算の基本機能や操作方法を学ぶ。また、情報化社会

を生きる上で必要とされるネット利用のマナーの習得・情報検索を一部の講義

と演習を組み合わせて実施する。

授業形式 講義演習

到達目標

・Windowsの基本的な操作に慣れる。

・ローマ字入力による文字入力を効率的で正確に行うことができる。

・Microsoft WordとExcelの基本操作を理解し、実践できる。

・情報モラルを守る姿勢を身に付ける。

教科書・教

材・服装等

・30時間アカデミック情報リテラシーOffice2016（実教出版）

・USBメモリ

授業計画時間

数
授業内容

1 オリエンテーション：PC教室利用上の注意・授業内容及び評価の説明・アンケート

2 タイピング 基本トレーニング：PCの起動・ログイン方法・タイピング練習

3～4 Word 基本１：基本操作を覚える・USBメモリの取扱い方・タイピング練習

5～6 Word 基本２：効率よく入力する（様々な文字の種類・記号の入力など）

7～8 Word 基本３：基本操作のまとめ

 9～12 Word 基本的な文書作成１：編集の手順・編集作業・ページ設定など

13 Word 基本的な文書作成2：印刷・ページレイアウトなど

14～16 Word 表の作成：罫線とは・書式設定・レイアウト・様々な表を作ってみる

17 Word 表現力をアップする１：画像・イラスト・図形などの挿入とレイアウト

18 Word 表現力をアップする２：テーマを決め作成する

19～20 Word まとめ：総復習、自由作成課題を仕上げる、著作権を考える

21~22 Excel 基本１：基本操作を覚えよう・データを効率的に入力する・セルの書式設定

23~24 Excel 基本２：基本操作のまとめ・印刷設定・ページレイアウトの役割を知る

25~26 Excel 数式と関数：四則演算・連続データ・表示形式など

成績評価方法

・出席率

定期試験

筆記試験

・確認テスト 実技試験

・平常点（提出物・授業参加意欲など） 実施しない

成績評価基準

出席率90％以上・確認テスト90点以上・平常点 優れている

出席率80％以上・確認テスト75～89点・平常点 普通

出席率80％以上・確認テスト60～74点・平常点 やや劣る

C評価の基準を満たしていない場合



1年 前期 - 時間 後期 18 時間

2年 前期 - 時間 後期 - 時間

○

A評価

B評価

C評価

F評価

科目名 ビジネストレーニング 必修・選択必修の別 必修

シラバス（授業計画）

学科名 動物管理科 コース名 ドッグトレーナーコース

担当講師

桑原 のぞ美

実務経験 有
メディア等各局で司会やキャスターを経て、研修会社を設立。様々なセミナー、講演

会をプロデュースする傍ら、自らも講師として活躍。

実施期

授業時間数合計

※授業50分を1時間とする。
18 時間

※別途就職セミナー3時間分有り

授業概要
ビジネス・マナーの基本スキルの確立と応用マナーの学習。参加・実習型訓練

形式。
授業形式 講義

到達目標
基本の挨拶、メールの送り方、電話応対、話し方など、しっかりと覚えておくべきマナーとルールを身につ

ける。シチュエーション別に自然な態度で礼儀作法にかなった接遇ができるようになるのが目標。

教科書・教

材・服装等
ビジネス・ハンドブック

授業計画時間

数
授業内容

1 セルフ・プレゼンテーション

2 挨拶／お辞儀

3 言葉遣い　敬語１

4 言葉遣い　応対用語

5 電話応対　基本

6 電話応対　取次

7 手紙のルール

8 メール・SNS　のルール

9 訪問のマナー

10 来客応対　席次　案内

11 エレベーターのマナー

12 イノベーション・ゲーム

13 自己の棚卸し

14・15 総まとめ　テスト対策

成績評価方法

・出席率

定期試験

筆記試験

・定期試験や小テスト 実技試験

・平常点（提出物・授業参加意欲など） 実施しない

成績評価基準

出席率90％以上・定期試験や小テスト90点以上・平常点 優れている

出席率80％以上・定期試験や小テスト75～89点・平常点 普通

出席率80％以上・定期試験や小テスト60～74点・平常点 やや劣る

C評価の基準を満たしていない場合



1年 前期 13 時間 後期 - 時間

2年 前期 - 時間 後期 - 時間

〇

R評価

F評価

科目名 自己理解(&就職ガイド) 必修・選択必修の別 必修

シラバス（授業計画）

学科名 動物管理科 コース名 ドッグトレーナーコース

実施期
授業時間数合計

※授業50分を1時間とする。
13 時間

担当講師

就職担当

実務経験 無

自分自身をより深く理解する　実習「ライフライン」記入

授業概要

個人が協調しあう「社会」にでるために、まずは自分自身を知る自己理解が重

要です。

この自己理解がしっかりできていれば、自身の進むべき方向性が把握でき、他

者との協調がよりスムーズになります。そこでこの科目では下記3点を目的と

し、1年生前期で自己理解を深めます。

①自己理解の3つの方法を身につけ、人間力の土台となる自己理解の能力と自

信を高める。

②自分の個性について、より広くより深く理解する。

③知識、能力面を含めて自分自身に自信を持って語るための自己分析シートを

作成する。

授業形式
講義（オンデマ

ンド配信）

到達目標

自分の強みを知り、学生生活や人間関係、将来の仕事などで役に立つ「自分だけの必勝法」を見つけます。

具体的に授業を通して以下のようなことができるようになります。

・友人や苦手な人との付き合い方が分かり、人間関係がスムーズになります。

・自分の長所が自己分析でき、就職活動やアルバイトの面接などに役立ちます。

・勉強や自己啓発のより良いやり方・進め方がわかり、今までよりも成果が上がります。

教科書・教

材・服装等

LIFOテキスト（㈱ビーコンラーニングサービス）2,160円

個人レポート（㈱ビーコンラーニングサービス）540円

質問紙（㈱ビーコンラーニングサービス）1,080円

授業計画時間

数
授業内容

自己理解の大切さと難しさの理解1

2

自分の強みを確認する④　各スタイルの強みと持ち味　自己分析シート提出

自分の強みの使い過ぎに気づく

応用実習「タワービルディング」

強みを伸ばす方法（自分の使っていない強みの理解）自己分析シート完成・提出

客観的に自分を理解する（ＬＩＦＯ診断）

ＬＩＦＯの基本的考え方の理解　４つのスタイルの具体的理解

自分の強みを確認する①　４つのスタイル、それぞれの強みを発揮した時の行動例

自分の強みを確認する②　自己分析シート

自分の強みを確認する③　LIFO個人レポート返却

他者からの指摘（ポジティブシャワー）

出席率80％以上・課題提出・平常点 優れている

R評価の基準を満たしていない場合

12・13

成績評価方法

・出席率

定期試験

筆記試験

・課題提出（自己分析シート、ライフライン） 実技試験

・平常点（提出物・授業参加意欲など） 実施しない

11

3

4

5

成績評価基準

6

7

8

9

10



1年 前期 - 時間 後期 15 時間

2年 前期 - 時間 後期 - 時間

○

Ｒ評価

F評価

科目名 (自己理解)&就職ガイド 必修・選択必修の別 必修

シラバス（授業計画）

学科名 動物管理科 コース名 ドッグトレーナーコース

実施期
授業時間数合計

※授業50分を1時間とする。
15 時間

担当講師

就職担当

実務経験 無

授業概要

動植物業界で求められる人材の育成。今後始まる就職活動に向けての必要な知

識を身につけ、キャリアプランの構築を行う
授業形式 講義

到達目標
①自己分析を重点的に行い、文章化・表現化を出来るようにする②業種・職種・企業研究を行うと同時に

キャリアプランを構築する③コミュニケーション能力の向上

業界・業種志望理由の作成。

教科書・教

材・服装等
就職活動用ファイル

授業計画時間

数
授業内容

自己紹介、これから始まる就職活動に向けて

白ファイルの説明と封入作業　働く意義

今年度の求人と大手企業の説明

自己PRの作成方法とLIFOの振り返り

自己ＰＲの基本構築。

自己ＰＲの作成。

業界・業種志望理由の基本構築。

1

2

3

4

レポート提出、今後の流れ、ISの心構えとフィールドワークについて

業界・業種志望理由の作成。

履歴書の書き方

身だしなみチェック・履歴書作成

求人票の見方

社会保険について

企業研究の仕方

定期試験

筆記試験

・期末レポート提出 実技試験

・平常点（提出物・授業参加意欲など） 実施しない

5

成績評価基準
出席率80％以上・提出物・平常点 優れている

R評価の基準を満たしていない場合

12

13

14

15

6

7

8

9

10

11

成績評価方法

・出席率



1年 前期 14 時間 後期 14 時間

2年 前期 - 時間 後期 - 時間

○

Ｒ評価

F評価
成績評価基準

出席率80％以上・提出物・平常点 優れている

R評価の基準を満たしていない場合

28 総まとめ

成績評価方法

・出席率

定期試験

筆記試験

・平常点（提出物・授業参加意欲など） 実技試験

実施しない

18～19 学校行事についてのディスカッション④

20 プレゼンテーション例

21～27 プレゼンテーションと振り返り

13 まとめ

14～15 学校生活について②

16～17 学校行事についてのディスカッション③

8～9 学校行事についてのディスカッション①

10～11 学校行事についてのディスカッション②

12 敬語表現や使い方

2～3 専門学校生としての心構え、学校生活においての目標設定

4～5 挨拶と返事の仕方、お辞儀の仕方や身だしなみ

6～7 メラビアンの法則、言葉遣い

教科書・教

材・服装等
無し

授業計画時間

数
授業内容

1 学校生活について①

授業概要

社会人として必要な知識やコミュニケーション能力を学校生活を通じて会得し

ていく。
授業形式 講義

到達目標 社会人としてのビジネスマナーやコミュニケーション能力を身に付ける。

実施期
授業時間数合計

※授業50分を1時間とする。
28 時間

担当講師

福島 詩菜

実務経験 無

科目名 コミュニケーション 必修・選択必修の別 必修

シラバス（授業計画）

学科名 動物管理科 コース名 ドッグトレーナーコース


